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植物も、動物も、いつまでも共存できる場所でありたい……

撮影者：倉本　豊さん（日義）

～我がまちの象徴～　木曽　御嶽山 2 ～ 3

木曽町は

「日本で最も美しい村」

連合に加盟しています。

リサイクルしていますか？
木曽町環境協議会　エコネットきそ  vol. ２
平成22年度　木曽町自治功労表彰式

4 ～ 5

 6 ～ 7

8

2 0 1 0 . 1 1 . 2 5 　 発 行 № 5 6

木曽町の総人口平成22年

現在
11/１ 男性 6,204人 女性 6,723人

世帯数 5,162世帯
合計 12,927 人　

主 な 内 容

撮影者 倉本 豊さん（日義） 11



　

御
嶽
山
は
古
く
か
ら
信
仰
の
山

と
し
て
多
く
の
信
者
が
登
拝
し
て

き
ま
し
た
。
近
頃
は
、
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
三
岳
黒
沢
口
か
ら
３
万

人
を
超
え
る
人
た
ち
が
入
山
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
御
嶽
山
の
木
曽
町
側
に

は
山
小
屋
等
が
７
施
設
あ
り
、
宿

泊
・
休
憩
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
宿
泊
施
設
や
ト
イ
レ
等

も
環
境
に
優
し
く
、
ま
た
利
用
し

や
す
い
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
も
御
嶽
山
に
よ

り
多
く
の
方
々
に
訪
れ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
安
全
安
心
で
魅
力
あ

る
観
光
地
と
す
る
た
め
、
山
小
屋

し
尿
処
理
施
設
等
の
整
備
を
進
め

る
方
針
で
す
。

　

木
曽
町
で
は
、
御
嶽
山
の
し
尿

処
理
対
策
に
つ
い
て
、
有
識
者
や

山
小
屋
事
業
者
か
ら
成
る
検
討
委

員
会
を
発
足
さ
せ
、
平
成
21
年
度

か
ら
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

山
小
屋
の
ト
イ
レ
を
整
備
す
る

に
は
、
輸
送
費
な
ど
が
莫
大
に
か

か
る
た
め
、
個
人
事
業
主
で
の
整

備
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
国
の
支

援
事
業
を
活
用
し
、
平
成
23
年
度

に
整
備
を
す
る
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
本
年
６
月
に
、
国

の
事
業
仕
分
け
に
よ
り
該
当
す
る

支
援
事
業
が
見
直
し
（
廃
止
）
の

判
定
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

事
業
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

中
、
急
遽
、
山
岳
関
係
団
体
に
よ

り
全
国
規
模
の
大
会
が
開
か
れ
、

木
曽
町
も
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
事
業
の
継
続
を
要
望
す
る
こ

と
と
な
り
、
木
曽
町
も
、
８
月
に

環
境
大
臣
に
事
業
の
継
続
を
陳
情

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
事
業
の
継
続
や

拡
大
を
国
と
県
に
要
望
す
る
た

め
、
町
長
を
は
じ
め
、
山
小
屋
事

業
者
の
皆
さ
ん
が
年
内
に
県
庁
に

知
事
を
訪
ね
、
要
望
書
を
提
出
す

る
予
定
で
す
。

　

現
在
、
環
境
省
で
は
従
来
の
山

岳
ト
イ
レ
整
備
補
助
金
の
見
直
し

を
行
い
、
継
続
を
目
指
し
て
検
討

を
進
め
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
未
確
定

で
す
。

　

全
国
に
は
多
数
の
山
小
屋
が
あ

り
、
そ
の
中
の
多
く
は
ト
イ
レ
の

整
備
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

国
や
県
の
山
岳
環
境
保
全
事
業

に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
事
業
と

し
て
継
続
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
今
後
も
関
係
す
る
団
体
と
共

に
強
く
要
望
し
ま
す
。
ま
た
木
曽

町
を
取
り
巻
く
山
岳
環
境
整
備
を

積
極
的
に
進
め
、
観
光
産
業
の
振

興
と
、
よ
り
良
い
自
然
環
境
を
後

世
に
残
し
て
い
く
活
動
を
し
て
い

き
ま
す
。

守守
ろ
う
　

御
嶽
山

ろ
う
　

御
嶽
山

　私たちの町には日本百名山に名を連ねる『霊峰　木曽御嶽山』と　私たちの町には日本百名山に名を連ねる『霊峰　木曽御嶽山』と
『木曽駒ヶ岳』があります。昨今の中高年者等の登山ブーム、イン『木曽駒ヶ岳』があります。昨今の中高年者等の登山ブーム、イン
バウンドによる海外からの来訪者が増加傾向にあり、また最近ではバウンドによる海外からの来訪者が増加傾向にあり、また最近では
「山ガール」と呼ばれる登山愛好者も増えてきています。「山ガール」と呼ばれる登山愛好者も増えてきています。
　しかし、近年、山岳環境を取り巻く話題が多く取り上げられてい　しかし、近年、山岳環境を取り巻く話題が多く取り上げられてい
ることをご存知でしょうか？ることをご存知でしょうか？

魅
力
あ
る
観
光
地
と
す
る
た
め
に

～我がまちの象徴～

木曽 御嶽山
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御
嶽
山
は
信
仰
の
山
で
あ
る
と

と
も
に
、
ス
キ
ー
場
な
ど
多
く
の

観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。
将
来
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

山
岳
し
尿
処
理
問
題
等
と
併
せ
、

御
嶽
山
周
辺
の
地
域
資
源
活
用
策

を
探
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
国
の
緊
急
雇

用
対
策
に
よ
る
交
付
金
を
活
用

し
、「
御
嶽
山
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア

開
発
資
源
調
査
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
調
査
は
、
ス
キ
ー
場
を
中

心
と
し
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
等
に

実
績
の
あ
る
「
エ
コ
サ
イ
ンasia

株
式
会
社
」
に
委
託
し
、
地
形
の

特
性
や
日
照
時
間
、
火
山
防
災
等

の
情
報
を
調
査
・
分
析
す
る
こ
と

で
、
御
嶽
山
周
辺
の
優
れ
た
自
然

環
境
と
、
高
原
や
ス
キ
ー
場
・
温

泉
・
別
荘
地
等
の
既
存
資
源
を
活

か
し
た
定
住
型
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ
ン

立
地
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
基
礎

的
な
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

立
地
条
件
や
位
置
関
係
等
か
ら

開
発
可
能
ゾ
ー
ン
と
さ
れ
た
16

ゾ
ー
ン
（
開
田
高
原
地
域
11
・
三

岳
地
域
５
）
に
つ
い
て
検
討
し
た

結
果
、
有
望
な
エ
リ
ア
と
し
て
２

つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

【
コ
ン
セ
プ
ト
Ａ
】

　

マ
イ
ア
ス
キ
ー
場
か
ら
明
神
牧

場
周
辺
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア

　

既
存
ス
キ
ー
場
と
日
常
的
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
や
会
議
施

設
、
オ
フ
ィ
ス
、
軽
工
業
ゾ
ー
ン

等
で
構
成
さ
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
タ
ウ

ン
。

【
コ
ン
セ
プ
ト
Ｂ
】

　

開
田
高
原
保
健
休
養
地
な
ど
恩

田
原
地
域
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア

　

既
存
温
泉
施
設
や
別
荘
地
に
加

え
て
、
学
校
や
学
校
関
連
施
設
、

ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
や
軽
工
業
ゾ
ー

ン
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
た

新
た
な
ビ
レ
ッ
ジ
。

活活
そ
う
　

御
嶽
山

そ
う
　

御
嶽
山

御
嶽
山
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
の

調
査
を
行
い
ま
し
た

そ
の
結
果
…
…

　御嶽山は、木曽の人々にとって心の拠り所であり、ま　御嶽山は、木曽の人々にとって心の拠り所であり、ま

た林業や観光を中心とした地域経済の柱でもあります。た林業や観光を中心とした地域経済の柱でもあります。

　清らかな水と空気、そして豊かな森林に代表される御　清らかな水と空気、そして豊かな森林に代表される御

嶽山周辺の優れた自然環境は、木曽の財産です。嶽山周辺の優れた自然環境は、木曽の財産です。

　私たちは、美しい御嶽山を次の世代に受け継ぐととも　私たちは、美しい御嶽山を次の世代に受け継ぐととも

に、地域資源として活用するための検討を、未来を見据に、地域資源として活用するための検討を、未来を見据

えた取り組みとして続けていく必要があります。えた取り組みとして続けていく必要があります。

御岳ロープウェイ マイアスキー場

総合運動場

やまゆり荘

旭ヶ丘

コンセプトＡエリア

コンセプトＢエリア

※
今
回
実
施
し
た
調
査
は
、
立
地
条
件
等
か
ら
の
基
礎
的
な
も

の
で
あ
り
、
長
期
的
な
課
題
と
し
て
は
、
地
形
航
測
図
等
に

よ
る
精
度
の
高
い
調
査
及
び
評
価
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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こ
の
度
、
木
曽
郡
内
の
ゴ
ミ
・

資
源
物
の
回
収
状
況
の
結
果
が
で

ま
し
た
の
で
、
も
う
一
度
、
分
別

回
収
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

プ
ラ
容
器
の
回
収
が
始
ま
り

プ
ラ
容
器
の
回
収
が
始
ま
り

６
ヶ
月

６
ヶ
月

　

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ラ
容
器

回
収
の
当
町
の
月
平
均
回
収
量
は

５
，
６
０
８
㎏
、
一
人
あ
た
り
の

排
出
量
が
４
３
３
ｇ
で
し
た
（
表

１
）。
郡
内
の
町
村
と
比
べ
る
と
、

一
人
当
た
り
排
出
量
は
一
番
少
な

い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表

２
）。

　

家
庭
に
よ
っ
て
は
、
プ
ラ
ト
レ

イ
を
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
無
料
回
収

に
出
し
た
り
、
プ
ラ
容
器
が
発
生

し
な
い
物
を
買
う
な
ど
の
、
様
々

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
、
単
純
に
回
収
量
が
少

な
い
か
ら
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
在
可
燃
ゴ
ミ
と
し

て
処
分
し
て
い
る
ゴ
ミ
の
中
に
、

資
源
ゴ
ミ
（
プ
ラ
容
器
、
紙
類
な

ど
）
と
し
て
回
収
で
き
る
物
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、
資
源
ゴ

ミ
の
回
収
量
を
高
め
る
こ
と
は
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、
今
一

度
、
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て
見
直

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
、
プ
ラ
容
器
の
分
別
が

な
ぜ
、
プ
ラ
容
器
の
分
別
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

・
プ
ラ
容
器
は
、
限
り
あ
る
天
然

資
源
か
ら
で
き
て
い
て
、
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
、
地
球
の

資
源
を
大
切
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

・
ゴ
ミ
と
し
て
焼
却
処
分
す
る
と

き
に
、
Ｃ
Ｏ
２

や
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
し

て
、
地
球
温
暖
化
や
環
境
に
影

響
を
与
え
る
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

・
資
源
を
分
別
す
る
こ
と
に
よ

り
、
可
燃
ゴ
ミ
が
減
り
、
今
後

予
定
さ
れ
て
い
る
新
焼
却
炉
建

設
の
炉
を
小
さ
く
す
る
事
が
で

き
、
建
設
コ
ス
ト
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

回
収
さ
れ
た
プ
ラ
容
器
は

回
収
さ
れ
た
プ
ラ
容
器
は

ど
う
処
分
さ
れ
る
の
で

ど
う
処
分
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

し
ょ
う
か
？

　

回
収
さ
れ
た
プ
ラ
容
器
は
、
町

内
の
中
間
処
理
業
者
が
プ
ラ
容
器

以
外
の
物
が
混
入
し
て
い
な
い
か

手
作
業
で
分
別
を
行
い
、
圧
縮
梱

包
さ
れ
ま
す
。
梱
包
さ
れ
た
プ
ラ

容
器
は
、
新
潟
県
の
再
資
源
化
事

業
者
の
元
に
運
ば
れ
、
杭
や
擬
木

な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
圧
縮
梱
包
さ
れ

た
プ
ラ
容
器
は
、
対
象
外
の
物
の

混
入
や
汚
れ
等
が
な
い
か
定
期
的

に
検
査
が
実
施
さ
れ
、
あ
ま
り
に

分
別
の
状
態
が
悪
い
と
梱
包
さ
れ

た
プ
ラ
容
器
は
引
き
取
っ
て
も
ら

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
我
が

町
の
プ
ラ
容
器
も
分
別
の
状
態
が

悪
け
れ
ば
引
き
取
っ
て
も
ら
え

ず
、
町
が
独
自
で
処
理
を
行
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
処
理

も
、多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
さ
ら
に

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
よ
っ
て
、

ご
家
庭
で
の
正
し
い
分
別
が
何
よ

り
も
大
事
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で

す
。

※
分
別
作
業
は
す
べ
て
手
作
業

の
た
め
、
対
象
外
の
物
や
汚
れ

た
ま
ま
の
物
の
混
入
、
２
重
３

重
の
袋
に
入
れ
て
出
す
な
ど
の

行
為
は
、
作
業
の
効
率
に
大
き

く
影
響
し
て
き
ま
す
の
で
、
再

度
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

リサイクルしていますか？リサイクルしていますか？
限りある資源を…限りある資源を…
　木曽郡でプラスチック製容器包装（以下「プラ容器」）の分別回
収が始まり、６ヶ月が経過しました。皆さんのご家庭では、どの
ように分別に取り組まれていますか？

表１　木曽町のプラ容器月別回収量と１人当たり排出量（㎏）
　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 月平均

回 収 量 4,350 7,260 5,380 5,300 6,610 4,750 5,608

一人当たり排出量 0.34 0.56 0.42 0.41 0.51 0.37 0.433

表2　木曽郡内の１人当たりのプラ容器排出量（㎏）
　 木曽町 上松町 南木曽町 木祖村 王滝村 大桑村

６ヶ月合計回収量 33,650 19,210 15,970 8,480 2,510 14,380

１人当たり６ヶ月量 2.598 3.617 3.255 2.684 2.620 3.425

１人当たり月平均量 0.433 0.603 0.543 0.447 0.437 0.571

【お問い合わせ先】　町民課　環境係　☎２２－４２８１

〈圧縮されたプラ容器〉

〈 手 作 業 に よ る 分 別 〉
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プ
ラ
容
器
の
分
別
を

プ
ラ
容
器
の
分
別
を

も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う

も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う

・
プ
ラ
マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
を
出

す
。

・
中
身
を
使
い
切
り
、
落
と
せ
る

汚
れ
は
軽
く
す
す
い
だ
り
拭
い

た
り
し
て
出
す
。

・
汚
れ
や
臭
い
が
取
れ
な
い
も
の

は
出
さ
な
い
。

な
ど
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
指
定

さ
れ
た
収
集
日
に
出
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

（
第
２
・
第
４
の
指
定
曜
日
が
、

プ
ラ
容
器
の
回
収
日
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
配
布
済
み
の
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）

生
ゴ
ミ
の
回
収
量
は

生
ゴ
ミ
の
回
収
量
は

増
加
し
て
い
ま
す

増
加
し
て
い
ま
す

　

プ
ラ
容
器
の
分
別
回
収
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
可
燃
ゴ
ミ
の

回
収
回
数
が
減
り
、
生
ゴ
ミ
に
対

す
る
分
別
意
識
が
向
上
し
た
た
め

か
、
生
ゴ
ミ
の
回
収
量
が
対
前
年

３
割
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
す
（
表

３
）。
生
ゴ
ミ
も
可
燃
ゴ
ミ
と
し

て
焼
却
す
れ

ば
た
だ
の
ゴ

ミ
で
す
が
、

家
庭
や
処
理

施
設
で
適
切

に
処
理
す
れ

ば
、
堆
肥
な

ど
の
資
源
に

変
わ
り
ま

す
。
町
で
は
、

生
ゴ
ミ
の
資

源
回
収
の
他

に
、
家
庭
向

け
の
生
ゴ
ミ

処
理
器
・
コ

ン
ポ
ス
ト
の

購
入
補
助
を

行
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の

皆
様
に
ご
利

用
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
は
役

場
町
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
ア
ッ
プ
を
！

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
ア
ッ
プ
を
！

　

平
成
21
年
度
の
木
曽
町
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
（
ゴ
ミ
の
総
排
出
量
に

占
め
る
資
源
ゴ
ミ
の
割
合
）
は
、

16
・
６
％
で
し
た
。
郡
内
他
町
村

で
は
30
％
代
の
数
字
が
並
び
、
木

曽
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
低
い
こ

と
に
驚
き
ま
す 

（
グ
ラ
フ
）。
ま

た
、
国
が
廃
棄
物
に
関
す
る
基
本

方
針
の
中
で
、
平
成
22
年
度
ま
で

の
目
標
と
し
て
い
る
24
％
の
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
率
を
上
げ
る
に

は
、
分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、 

可
燃
ゴ
ミ
な

ど
、
ゴ
ミ
全
体
の
量
を
減
ら
す
こ

と
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。「
ち

り
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
物
を
ゴ
ミ
箱
に

捨
て
る
前
に
も
う
一
度
、
こ
の
ゴ

ミ
は
〝
資
源
で
は
〞
と
考
え
、
分

別
す
る
意
識
が
大
切
で
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？

分
別
の
仕
方
は
？

分
別
の
仕
方
は
？

　

分
別
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、「
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
最
近
、
問
い
合
わ

せ
が
多
か
っ
た
内
容
が
Ｑ
＆
Ａ
形

式
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
年
３
月
に
配
布
し
た
「
家

庭
ゴ
ミ
の
分
別
区
分
と
出
し
方
の

手
引
き
」
と
合
わ
せ
て
ご
覧
い
た

だ
く
と
、
分
別
が
よ
り
詳
し
く
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
等
の
集
ま
り
で
、
分
別
に

関
し
て
簡
単
な
勉
強
会
を
開
催
し

た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
役
場
町
民
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
一
人
ひ

と
り
が
さ
ら
に
分
別
に
つ
い
て
感

心
を
持
ち
、 

行
動
に
移
す
こ
と
に

よ
り
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
進

み
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
家
庭

内
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

表3　生ゴミ堆肥化量（㎏）
　 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 計 月平均
22年度 20,680 21,630 19,540 22,130 28,690 21,970 134,640 22,440

21年度 15,700 16,290 17,060 16,730 20,100 17,930 103,810 17,302

対前年比 132% 133% 115% 132% 143% 123% 　 129%

グラフ　平成21年度　木曽郡内のリサイクル率

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

木曽町 上松町 南木曽町 木祖村 王滝村 大桑村

（％）

16.6％16.6％
（799.16t）（799.16t）

38.2％38.2％
（670.4t）（670.4t）

35.0％35.0％
（480.05t）（480.05t）

31.4％31.4％
（286.32t）（286.32t） 17.8％17.8％

（64.45t）（64.45t）

30.5％30.5％
（446.21t）（446.21t）

（3570.88t）（3570.88t）

（1021.82t）（1021.82t）（849.77t）（849.77t）
（539.93t）（539.93t）

（263.81t）（263.81t）

（961.64t）（961.64t）

（437.24t）（437.24t）
（63.7t）（63.7t） （39.85t）（39.85t）

（86.91t）（86.91t） （33.29t）（33.29t）
（55t）（55t）

■ リサイクル率（資源化量）　■ 可燃ゴミ　■ 粗大ゴミなど

〈 生 ゴ ミ の 堆 肥 化 〉
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〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
・
企
業
・

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
・
企
業
・

行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

  

水
辺
の
自
然
環
境
の
再
生
〜

水
辺
の
自
然
環
境
の
再
生
〜

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

  

グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
】

グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
】

　

 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー

ク
三
島
」
は
《
水
の
都
市　

三
島
》

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
水
辺
の
自
然

環
境
の
再
生
と
改
善
を
手
が
け
て

い
ま
す
。
今
回
は
「
三
島
梅
花
藻

の
里
」
と
「
源
兵
衛
川
」
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。

　

源
兵
衛
川
は
、 

４
０
０
年
前

に
、
富
士
山
の
湧
水
を
取
り
入
れ

て
灌
漑
用
水
の
た
め
に
作
ら
れ
た

川
で
す
。
か
つ
て
は
、
豊
富
な
水

量
と
き
れ
い
な
水
質
に
恵
ま
れ
、

三
島
梅
花
藻
が
水
中
に
揺
れ
、
蛍

が
舞
い
、
子
ど
も
た
ち
は
川
で
遊

び
、
洗
濯
、
炊
事
を
す
る
川
で
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
境
に
、
工
業
用
の

　木曽町環境協議会では、さまざまな視察を行っています。今回は10月
14日に静岡県三島市の 「ＮＰＯ法人グランドワーク三島」、 同県富士宮市の
「ＮＰＯ法人森の蘇り」の視察に行ってきました。その様子をご紹介します。

木 曽 町 環 境 協 議 会

http://kiso-eco.net/htt //ki t/
エ コ ネ ッ ト き そエ コ ネ ッ ト き そ

Vol. ２

地
下
水
の
汲
み
上
げ
や
、
放
置
林

の
増
加
に
よ
っ
て
、
豊
富
だ
っ
た

湧
水
は
減
少
し
、
生
活
廃
水
が
流

れ
込
み
、
三
島
梅
花
藻
は
絶
滅
し

て
、
源
兵
衛
川
は
ど
ぶ
川
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

平
成
４
年
、
市
内
の
８
つ
の
団

体
が
、
ふ
る
さ
と
の
水
辺
の
自
然

環
境
の
再
生
を
目
指
し
て
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
三

島
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
・
企

業
・
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
、
水
辺
の
整
備
事
業
を
始
め
ま

し
た
。
現
在
は
20
の
団
体
が
加
盟

し
、「
平
成
の
名
水
１
０
０
選
」

に
も
選
ば
れ
、
今
や
国
内
外
か
ら

の
視
察
が
絶
え
な
い
そ
う
で
す
。

　

三
島
梅
花
藻
の
里
は
、
丁
度
、

可
憐
な
白
い
花
が
咲
い
て
い
ま
し

た
。
源
兵
衛
川
に
は
、
野
鳥
や
蛍

が
戻
り
、
市
民
の
憩
い
の
川
端
が

蘇
っ
て
い
ま
し
た
。

　

何
気
な
い
水
辺
の
景
色
で
す

が
、
実
は
こ
の
環
境
を
守
る
た
め

に
年
間
３
０
０
日
、
30
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
保
全
活
動
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
市
民

の
想
い
と
地
道
な
努
力
、
そ
れ

を
支
え
る
企
業
、 

行
政
の
連
携
が

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク

三
島
」
の
活
動
を
、
成
功
に
導
い

て
い
る
の
で
す
。

〜
誰
も
が
で
き
る
皮
む
き
間
伐
〜

〜
誰
も
が
で
き
る
皮
む
き
間
伐
〜

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
蘇
り
】

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
蘇
り
】

　

静
岡
県
富
士
宮
市
の
富
士
山
の

麓
に
は
、
木
曽
同
様
、
間
伐
が
必

要
な
桧
や
杉
の
暗
い
人
工
林
が
広

が
り
ま
す
。　

　

日
本
は
森
林
率
66
％
と
い
う
森

林
大
国
で
す
。
し
か
し
国
産
の
木

材
自
給
率
は
わ
ず
か
２
割
、
世
界

一
の
丸
太
輸
入
国
で
す
。
地
球
上

の
原
生
林
は
、
先
進
国
の
大
量
伐

採
の
た
め
に
す
で
に
75
％
も
消
失

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
内
の

林
業
は
安
い
輸
入
材
に
押
さ
れ
、

手
入
れ
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
赤
字
に

な
る
た
め
放
置
さ
れ
、
や
せ
た
人

工
林
は
日
本
各
地
で
土
砂
災
害
を

引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
蘇
り
』
は
、

皮
む
き
間
伐
と
い
う
誰
で
も
で
き

る
方
法
で
人
工
林
を
手
入
れ
し
て

い
ま
す
。
皮
む
き
間
伐
と
は
、
立

ち
木
の
ま
ま
手
鋸
を
使
っ
て
皮
を

む
き
、一
年
程
天
然
乾
燥
し
た
後
、

立
ち
木
を
伐
採
し
ま
す
。
含
水
率

は
20
％
程
度
に
下
が
っ
て
い
る
の

で
、
４
ｍ
材
で
も
女
性
一
人
で
担

げ
る
重
さ
に
な
り
集
材
の
労
力
も

軽
減
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
皮
む

き
間
伐
を
施
し
た
木
は
葉
が
落
ち

る
の
で
、
林
内
に
陽
が
さ
し
て
、

残
し
た
木
が
材
と
し
て
価
値
が
出

る
太
さ
に
成
長
す
る
の
で
す
。

【源兵衛川の遊歩道】
　　飛び石を整備し川の流れの
　　上を歩く

【三島梅花藻の里】
　　竹筒から落ちる噴水は
　　梅花藻に酸素を送る工夫

絶滅から蘇った三島梅花藻
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　 「木曽町の環境を守っていく活動」をイメージするマークを募集
します。マークは文字をデザインしたもの、 絵など何でもＯＫです。
応募されたマークは「エコネットきそ」のホームページ（http://
kiso-eco.net）で公開し、ホームページ上で一般投票にて決定し
ます。
　★締め切り：平成22年12月15日㈬ 必着
　★応募方法：ハガキサイズからＡ４サイズで制作、彩色自由
　　　　　　　氏名、年齢、連絡先を明記し、郵送・メールまたは
　　　　　　　直接お持ちください。
　＊採用された方へは、謝礼として金１万円をお贈りします。
　　なお、採用されたマークは当協議会に占有させていただきます。
　★応 募 先：木曽町役場　町民課環境係内
　　　　　　  エコネットきそ事務局
　　　　　　  〒397-8588　木曽町福島2326番地6
　　　　　　  TEL　0264-22-4281
　　　　　　  E-mail　kankyo_ct@town-kiso.net

～皆さんのご応募をお待ちしています～～皆さんのご応募をお待ちしています～

「木曽町の環境を守 ていく活動」をイメ ジするマ クを募集

「エコネットきそ」の「エコネットきそ」の
 イメージマークを募集します。 イメージマークを募集します。

　

間
伐
材
は
丸
太
で
市
場
に
出
さ

ず
（
赤
字
に
な
る
た
め
）
内
装
材

と
し
て
製
材
、
加
工
し
て
販
売
し

て
い
ま
す
。
近
年
、
外
材
や
合
板

の
化
学
物
質
が
問
題
に
な
り
、
国

産
の
無
垢
材
の
需
要
は
高
ま
っ
て

き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
間
伐
方
法
と
販
売
を

組
み
合
わ
せ
る
と
１
ha
の
間
伐
林

で
一
年
分
の
年
収
に
な
り
、
日
本

の
間
伐
が
必
要
な
１
万
ha
の
森
林

は
、
一
万
人
の
雇
用
を
生
む
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使

わ
ず
、
子
ど
も
や
女
性
で
も
で
き

る
間
伐
は
、
環
境
教
育
の
場
で
も

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
視
察
し
た

森
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
連
携

し
、
継
続
的
に
間
伐
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

 『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
蘇
り
』
は
、

１
０
０
年
〜
５
０
０
年
後
の
森
の

姿
を
、「
上
層
部
は
大
径
木
の
針

葉
樹
、
中
層
部
は
ド
ン
グ
リ
等
の

広
葉
樹
、
下
層
部
は
下
草
」
と
い

う
林
層
に
し
て
、
山
主
に
も
動
物

に
も
豊
か
な
森
に
な
る
こ
と
を
想

い
描
い
て
い
ま
す
。
森
が
蘇
る
こ

と
で
、
自
然
と
人
間
が
本
当
の
意

味
で
共
に
生
き
て
い
く
社
会
を
目

指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
皮
む
き

間
伐
で
森
に
差
し
込
ん
だ
光
は
未

来
へ
の
希
望
の
光
の
よ
う
で
し

た
。

《
視
察
を
終
え
て
》

《
視
察
を
終
え
て
》

　

今
回
の
視
察
は
、
木
曽
町
環
境

協
議
会
の
今
後
の
あ
り
方
に
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
度
壊
れ
た
自
然
を
蘇
ら
せ
る

の
は
た
や
す
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、 「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
」
は
、
三

位
一
体
の
協
働
に
よ
っ
て
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
蘇
り
」
は
今
ま
で

の
林
業
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い

発
想
に
よ
っ
て
、
再
生
を
可
能
に

し
ま
し
た
。

　

水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
木
曽
町

は
一
見
、 

自
然
豊
か
な
よ
う
で
す

が
、
か
つ
て
の
自
然
環
境
に
比
べ

れ
ば
確
実
に
荒
廃
し
て
い
ま
す
。

　

今
一
度
、
森
や
川
の
原
風
景
を

思
い
起
こ
し
、
未
来
へ
目
指
す

姿
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
、

皆
の
想
い
が
一
つ
に
な
っ
た
時
、

き
っ
と
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
は
、

い
の
ち
豊
か
に
再
生
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
環

境
協
議
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
を

再
確
認
し
、
一
歩
ず
つ
活
動
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
な
お
、
参
加
者
の
感
想
を
環
境

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

皮
む
き
間
伐
を
し
た
森
に
は
陽
が

入
り
、
３
年
後
に
は
実
生
で
育
っ

た
広
葉
樹
76
種
を
確
認
し
た
そ
う

で
す
。

　10月30日に山梨県北杜市で『第22
回星空の街あおぞらの街全国大会』が開
催され、木曽町環境協議会の一員である
「木曽星の会」が全国協議会会長賞の天
の川賞を受賞しました。
　木曽の美しい星空を後世に残すため街
路灯の照明改善による光害防止の啓発
や、天の川観察会を開催し、環境教育活
動などの活動が評価されました。

「木曽星の会」が全国表彰「木曽星の会」が全国表彰

皮 む き 間 伐 の 様 子

皮をむいて立ち木のまま乾燥させる
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木曽町自治功労表彰式
平成 22年度平成 22年度

　

平
成
22
年
度
木
曽
町
自
治
功
労
表
彰
式
が
、
11
月
3
日
文
化

の
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
永
年
功
績
が
あ
っ
た
16
名
、
2
団
体
の

皆
様
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
皆
様
の
多
大
な
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

功 

績 

章 

■

　

古
幡　

太
一 

さ
ん

　

旧
木
曽
福
島
町
教
育
長
（
七
年

六
月
） ・
木
曽
町
教
育
長
（
四
年
）

と
し
て
教
育
行
政
の
進
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

■ 

表 

彰 

状 

■

　

Ｊ
Ａ
木
曽
開
田
支
所

 

野
菜
部
会

　

白
菜
栽
培
に
取
り
組
み
「
御
嶽

は
く
さ
い
」
と
い
う
全
国
レ
ベ
ル

の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
地
域
の

農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
岳
子
ど
も
と 

歩
む
会

　

幅
広
い
年
代
の
児
童
・
生
徒
及

び
保
護
者
の
各
種
集
会
や
行
事
を

通
じ
、
地
域
の
連
携
と
青
少
年
健

全
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

感 

謝 

状 

■

　

田
中　

義
實 

さ
ん

　

旧
日
義
村
選
挙
管
理
委
員
（
九

年
十
月
）・
木
曽
町
選
挙
管
理
委

員
会
職
務
代
理
（
四
年
）
と
し
て

選
挙
の
適
正
な
執
行
と
、
明
る
い

選
挙
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

原　
　
　

博 

さ
ん

　

木
曽
交
通
安
全
協
会
日
義
支
部

役
員
と
し
て
交
通
安
全
の
普
及
啓

発
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
井　

茂
雄 

さ
ん

　

柴
原　
　

静 

さ
ん

　

木
曽
踊
保
存
会
員
と
し
て
木
曽

踊
り
の
保
存
伝
承
と
地
域
文
化
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
岡　

利
男 

さ
ん

　

鈴
岡
冨
士
子 

さ
ん

　

永
井　

正
宏 

さ
ん

　

金
松　

常
磐 

さ
ん

　

木
曽
音
楽
祭
実
行
委
員
と
し
て

音
楽
祭
の
発
展
と
地
域
文
化
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本　

宗
平 

さ
ん

　

原　
　

一
夫 

さ
ん

　

渡
澤　
　

護 

さ
ん

　

郡
上　

二
郎 

さ
ん

　

原　
　

義
雄 

さ
ん

　

中
村　

勝
雄 

さ
ん

　

田
ノ
上
勘
一 

さ
ん

　

猟
友
会
員
と
し
て
有
害
鳥
獣
駆

除
対
策
に
尽
力
さ
れ
農
林
業
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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木
曽
町
開
田
高
原
が
加
盟
し
て

い
る 

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
の
５
周
年
記
念
大
会
が
９
月

27
日
、
岐
阜
県
白
川
村
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

加
盟
団
体
が

加
盟
団
体
が
3939
町
村
に

町
村
に

　

今
回
、
６
町
村
が
新
規
加
盟
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

・
福
島
県　

飯
舘
村

　
　

・
福
島
県　

北
塩
原
村

　
　

・
長
野
県　

高
山
村

　
　

・
奈
良
県　

十
津
川
村

　
　

・
鳥
取
県　

智
頭
町

　
　

・
沖
縄
県　

多
良
間
村　
　

　

こ
れ
に
よ
り
全
国
で
39
町
村
が

美
し
い
村
連
合
に
加
盟
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
連
合
の
活
動
が
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
加
盟
を
希

望
す
る
町
村
が
増
え
て
い
ま
す
。

長
野
県
は

長
野
県
は

全
国
最
多
の
７
町
村

全
国
最
多
の
７
町
村

　

美
し
い
村
連
合
の
加
盟
町
村
は

都
道
府
県
別
に
す
る
と
長
野
県
が

長
野
県
内
の
加
盟
町
村

  
・
大
鹿
村

  
・
木
曽
町
開
田
高
原

  

・
中
川
村

  

・
南
木
曽
町

  

・
小
川
村

  

・
池
田
町

  

・
高
山
村

世
界
で
最
も
美
し
い
村
に

世
界
で
最
も
美
し
い
村
に

　

 

「
美
し
い
村
」
連
合
は
フ
ラ
ン

ス
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
歴
史
的

財
産
や
美
し
い
風
景
、
伝
統
文
化

を
守
る
運
動
で
す
。
や
が
て
こ
の

運
動
は
世
界
中
に
広
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
、イ
タ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
そ
し
て
日
本
。「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
は
平
成
17

年
に
誕
生
し
、
今
年
５
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

世
界
中
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
美

し
い
村
連
合
は
平
成
15
年
に
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
の

３
カ
国
に
よ
り
「
世
界
で
最
も

美
し
い
村
」
連
合
を
設
立
し
ま

し
た
。
そ
の
後
カ
ナ
ダ
が
加
盟

し
、
今
年
、
日
本
の
連
合
も
世
界

連
合
に
加
盟
し
ま
し
た
。

　

白
川
村
で
開
催
さ
れ
た
５
周
年

記
念
大
会
の
中
で
世
界
連
合
加
盟

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
連
合
会
長
モ
ー
リ
ス
・

シ
ャ
ベ
ル
氏
と
イ
タ
リ
ア
連
合
会

長
フ
ィ
オ
レ
ッ
ロ
・
プ
リ
ミ
氏
を

招
き
、
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
世
界
連
合
の
一
員
と
し

て
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

木
曽
町
全
体
で
の

木
曽
町
全
体
で
の

加
盟
を
目
指
す

加
盟
を
目
指
す

　

木
曽
町
で
は
町
全
域
で
の
連
合

加
盟
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
開
田

高
原
は
す
で
に
加
盟
し
て
い
ま
す

が
木
曽
福
島
、
日
義
、
三
岳
も
含

め
た
木
曽
町
全
体
で
、
こ
の
美
し

い
村
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と

開
田
高
原
に

開
田
高
原
に

美
し
い
村
看
板

美
し
い
村
看
板

    
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

  

５
周
年
記
念
大
会

５
周
年
記
念
大
会

最
多
の
７
町
村
で
す
。
今
後
の
連

携
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
開
田
高
原
に
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
看

板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
看
板
は
開
田
高
原
が
美
し

い
村
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
こ
と

を
Ｐ
Ｒ
す
る
目
的
に
設
置
し
た
も

の
で
、
小
野
原
、
観
光
案
内
所
前
、

三
岳
境
、
長
峰
峠
の
４
箇
所
に
設

置
し
ま
し
た
。

考
え
、
連
合
に
対
し
審
査
の
申
請

を
し
て
い
ま
す
。

　

木
曽
町
と
し
て
加
盟
す
る
た
め

に
は
地
域
住
民
の
皆
様
の
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
郷
土

を
美
し
い
地
域
と
し
、
子
ど
も
た

ち
が
誇
り
を
持
て
る
故
郷
と
な
る

よ
う
、
ご
理
解
ご
協
力
を
願
い
ま

す
。

「世界で最も美しい村」 連合加盟セレモニー

連
合
５
周
年
記
念
大
会
（
白
川
村
）

小野原の国道沿いに設置した看板
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　地域の話題やできごとを、お気軽にお寄せください。【総務課　情報係　☎ 0264-22-4280】

 『栄養素の整った献立集木曽 『栄養素の整った献立集木曽ⅡⅡ』 が』 が

　 完成しました　 完成しました

　えごまの会 （木曽町健康教室卒業生の有志で結成し
た会）による、『栄養素の整った献立集木曽Ⅱ』が完
成しました。
　食事をどう組み合わせて食べたら栄養が整うか、食
材の分量と栄養価、献立の写真が見開きで紹介されて
います。
　ご希望の方は、保健福祉課 (22-4035) までお問い
合わせください。

〈きそふくしま保育園〉

　　木曽町 9 人制女子木曽町 9 人制女子
 バレーボールリーグ戦 バレーボールリーグ戦

　5月から 10 月にかけて 10 チームによるリーグ
戦が行われました。各チーム昨年以上の成績を目指
し、白熱した試合となりました。
 〈結果〉優　勝：向　城　　準優勝：三　岳　
　　　　第 3位：なかみんくる

『工事現場見学会』『工事現場見学会』

　10 月 21 日に日義駒見地区近くの工事現場におい
て「工事現場見学会」が実施され、今年は上田小学校
3年生 10名が参加しました。
　これは、工事現場の仕組みを説明することにより、
公共工事の重要性を理解してもらうことや、建設機械
を見て乗って体験することで、建設業に興味を持って
もらうことを目的に実施されました。

第第1188回 木曽福島駅伝大会回 木曽福島駅伝大会

　10 月 3 日に駅伝大会が開催され、32 チー
ム 192 名が参加しました。今年も 6 区間
15kmをタスキでつなぎました。また、沿道や
ゴール地点では家族や友人など大勢の方が選手
に声援を送っていました。
  〈結果〉総　合　優　勝：HRT48 
　　　　小学生部門優勝：三岳 JapanXX
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●心配ごと・行政・人権相談　12月 8日㈬　
●法律相談　（弁護士会松本在住会による）
　　　　　　　　　　　　　　12月10日㈮　※予約が必要です。
※場所・時間・予約など詳細は木曽町社会福祉協議会　☎ 0264-26-1116

「相談業務」のご案内
期　日：12 月 22 日㈬　　
場　所：木曽町役場（本庁）町長室　
【申込み・お問い合わせ先】
　　　　総務課行政係　☎ 0264-22-4280

「開いてます町長室」のご案内
ご 案 内

◆◆ 「長野県地方税滞納整理機構」がスタートします ◆◆
　様々な行政サービスは、皆さんが納める税金により提供されています。ほとんどの方はきちん
と納税をしていただいていますが、一部に納税義務を怠り滞納している方がいます。このため、
きちんと納税している方との公平性が保てないことなどから、滞納者への厳正・公平な税金の徴
収を行うことが求められています。
　そこで、県内全ての市町村と県で構成する、地方税の滞納整理専門組織「長野県地方税滞納整
理機構」が平成 23年 4月業務開始に向け準備を進めています。機構では、市町村や県から大口・
徴収が困難な滞納事案を引き受け、滞納者が所有する財産を徹底して調査し、差押えや公売等の
厳格な滞納処分を中心とした滞納整理を行います。

県内全ての市町村・県
（大口・徴収困難事案）　　　　　　　　　　　　　　（徴収金）　　　　　　

長野県地方税滞納整理機構
徹底した財産調査

厳格な滞納処分（差押え・公売）

【お問い合わせ先】町民課　税務係　☎０２６４－２２－４２８２

◆◆ 長野地方裁判所から  督促手続オンラインシステム全国展開のお知らせ ◆◆
　督促手続オンラインシステムとは支払督促事件のうち一定の類型について、インターネットを利用して申立てや
通知、照会ができるシステムです。
　平成 18年 9月 1日から、東京地方裁判所管内の簡易裁判所の支払督促事件を対象に運用を開始し、これまで段
階的に地理的範囲を拡大してきましたが、本年 11月からは全国の支払督促事件の処理を行えるようになりました。
　このシステムでは、ホームページ上で支払督促の申立書データを作成したり、事件の進行状況を確認したりでき
るほか、インターネットバンキングやＡＴＭを利用して手数料等を納付できるなど利便性が図られています。
　詳しくは、督促手続オンラインシステムホームページ（http://www.tokuon.courts.go.jp/AA-G-1010.html）をご
覧ください。

◆◆ 　宝　く　じ　助　成　事　業　 ◆◆
　宝くじの収入を財源とした助成事業により、自治会等のコミュニティ活動活性化事業を実施しました。
【新開杭の原区　イベント用備品購入】宝くじ助成金 210 万円
①簡単テント 6セット  ②災害用煮炊き窯 1台　 ③発電機 1台  　　      ④ハロゲン投光器 4台　 ⑤ワイヤレスアンプ 1台

～相続又は贈与等に係る生命保険契約や損害保険契約等に基づく　　　　　　　　　
 年金の税務上の取り扱いの変更について～
　相続、贈与等により取得した生命保険契約や損害保険契約等に係る年金の所得税の取り扱いを改めることとしま
した。この取り扱いの変更により、所得税の還付を受けることができる場合があります。詳しくは、国税庁ホーム
ページ（http://www.nta.go.jp）をご覧いただくか、最寄りの税務署にお問い合わせください。

◆◆  税 務 署 か ら の お 知 ら せ  ◆◆



《道の駅・木曽福島》誕生
 　「木曽市場」は今年４月に物産販売を主として町内板敷野の
国道 19 号沿いに部分開業いたしました。11 月１日から ｢道
の駅・木曽福島｣ として新たな一歩を踏み出しました。木曽の
地場産物の提供販売や観光案内など地域活性化の一翼を担いた
いと思います。

今月は「道の駅　木曽福島」さんです

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

農産物の一部：
　木曽菜、松本一本ねぎ、松茸

シャモ南蛮そば

《
地
場
産
物
の
販
売
・
提
供
》

　

木
曽
市
場
で
は
、
地
場
産
・
県

内
産
の
農
産
物
を
中
心
に
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
春
や
秋
の
連
休

中
に
は
、
地
元
の
食
材
を
使
用
し

た
山
菜
汁
・
き
の
こ
汁
な
ど
の
提

供
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

館
内｢

食
事
処｣

で
は
、
信
州
ブ

ラ
ン
ド
地
鶏
の
「
信
州
黄
金
シ
ャ

モ
」
や｢

信
州
サ
ー
モ
ン｣

、
県

内
産
の
食
材
を
使
用
し
た
お
食
事

の
提
供
で
新
た
な
食
文
化
を
創
り

出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

木曽町

《
地
産
地
消
と
四よ

里り

四よ

方ほ
う

》

＊
四よ

里り

四よ

方ほ
う

…
広
さ
が
四
里
（
15
・
７

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
四
方
で
あ
る
こ
と
。

　

近
年
、 

地
産
地
消
・
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
な
ど
食
文
化
と
健
康
を
考

え
る
機
運
が
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
日
本
の
食
文
化
は
地
産
地

消
・
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
で
あ
り
、
食

育
と
し
て
古
来
よ
り
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。｢

四
里
四
方
に
病

な
し｣

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
身
近
な
食
材
を
食
べ
て
い
れ

ば
健
康
で
い
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
日
本
各
地
に
は
郷
土

料
理
と
い
わ
れ
る
食
文
化
が
あ

り
、
京
野
菜
や
加
賀
野
菜
な
ど
の

よ
う
な
そ
の
土
地
独
自
の
食
材
も

多
く
み
ら
れ
、
伝
統
食
材
・
料
理

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
食
文
化
も
時
代
と
共
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
日
本
料
理
は

外
国
の
料
理
と
違
い
肉 

・
魚
介

類
・
穀
物
・
野
菜
な
ど
を
一
緒
に

料
理
す
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
、

特
色
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
の
幸
、
里
の
幸
、
海
の
幸
の
食

材
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
で
き

る
と
考
え
ま
す
。

《
執
筆
：

木
曽
市
場
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ー
フ

青
木　

茂
幸 

氏
》

  〈材料〉４人前
●信州黄金シャモもも肉
 又は鶏肉……１～２枚
●人参……中１本　●大根……中1/3本
●長ネギ……１本　●にんにく……２片
●ジャガイモ……小８個
●玉ねぎ…………小４個
●キャベツ………1/2 個
●ちくわ又は魚肉ソーセージ……２本
  （スープ）
●水……2000㏄
●醤油……50㏄　　●塩……適宜
●酒又は赤ワイン……100㏄

●『信州黄金シャモの和風ポトフ』
＊普通の鶏肉でもおいしくできます。
　寒いこの季節にぜひどうぞ。

25

毎月     　日は  「食育」の日です。1919

木曽町食育推進計画のここ
!

　食の理解と継承
　・地元農産物を普及する
　・農産物消費のネットワークを作る

〈
作
り
方
〉

①
シ
ャ
モ
肉
は
一
口
大
に
切
り

塩
・
胡
椒
す
る
。

②
人
参
、大
根
は
大
ぶ
り
に
切
る
。

ち
く
わ
、
長
ね
ぎ
は
３
㎝
長

さ
、
に
ん
に
く
、
玉
ね
ぎ
は
横

半
分
に
切
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は

皮
を
む
く
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
芯

を
つ
け
た
ま
ま
４
〜
６
等
分
に

す
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
で
、
鶏
肉
を
皮
の

部
分
か
ら
焼
い
て
鍋
に
移
し
て

お
く
。
次
に
、②
の
材
料（
キ
ャ

ベ
ツ
、 

ジ
ャ
ガ
イ
モ
以
外
）
を

入
れ
か
る
く
炒
め
鍋
に
入
れ

る
。

④
鍋
に
水
、
酒
を
入
れ
火
に
か
け

る
。
煮
立
っ
て
き
た
ら
キ
ャ
ベ

ツ
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ
弱
火

で
20
〜
30
分
煮
ま
す
。（
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
煮
立
っ
て
か
ら
入
れ

る
と
煮
崩
れ
し
ま
せ
ん
）

⑤
醤
油
・
塩
を
入
れ
10
分
ほ
ど
煮

て
味
を
見
ま
す
。

　
〈
料
理
メ
モ
〉　

　
　

こ
の
料
理
は
煮
込
め
ば
煮
込
む
ほ
ど
柔
ら

か
く
高
齢
の
方
に
も
食
べ
や
す
い
料
理
で

す
。
冷
凍
保
存
も
で
き
ま
す
。

　
　

ウ
ィ
ン
ナ
ー
や
ハ
ム
・
豆
腐
・
白
菜
な
ど

を
入
れ
鍋
料
理
と
し
て
も
召
し
上
が
れ
ま

す
。

　
　

鶏
肉
の
代
わ
り
に
、
牛
肉
や
豚
肉
を
使
っ

て
も
よ
い
で
す
が
で
き
れ
ば
塊
肉
が
よ
い

で
し
ょ
う
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
下
部
の
部
分
を

使
い
（
上
部
は
千
切
り
に
し
サ
ラ
ダ
等
に

使
用
す
る
と
良
い
）、
野
菜
類
も
大
ぶ
り
に

切
る
事
が
お
す
す
め
で
す
。
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保健福祉課
☎0264-22-4035

平成 22年度　国保特定健診受診率速報（平成 22年 10月 27日現在）

受診率：    36 . 0  ％（  895 人）　【平成 22年度目標　52％】

２
型
糖
尿
病
の
原
因
は
？

２
型
糖
尿
病
の
原
因
は
？

　

２
型
糖
尿
病
は
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌

低
下
や
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
（
イ
ン

ス
リ
ン
の
働
き
を
阻
害
物
質
が
じ
ゃ

ま
を
す
る
）
を
き
た
す
素
因
を
含
む

複
数
の
遺
伝
因
子
に
、
過
食
、
運
動

不
足
、
肥
満
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
環

境
因
子
お
よ
び
加
齢
が
加
わ
り
発
症

し
ま
す
。

糖
尿
病
に
な
る
と

糖
尿
病
に
な
る
と

ど
う
な
る
の
？

ど
う
な
る
の
？

　

血
液
の
中
に
糖
が
多
く
な
る
と
、

血
液
中
の
赤
血
球
が
く
っ
つ
き
あ
っ

た
り
し
て
、 

血
流
が
悪
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
糖
は
た
ん

ぱ
く
質
を
変
質
さ
せ
て
も
ろ
く
す
る

性
質
が
あ
る
の
で
、
血
管
が
傷
つ
き

や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ド
ロ

ド
ロ
の
血
液
と
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
血
管
。

こ
の
状
態
が
続
く
と
次
々
と
お
そ
ろ

し
い
事
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
が
合
併
症
で
す
。
糖
尿
病
に
な

る
と
動
脈
硬
化
の
進
行
が
、
健
康
な

人
の
６
倍
も
は
や
く
な
る
と
い
わ

れ
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
の
危
険
が
高

ま
り
ま
す
。
神
経
障
害 

・
目
の
病

気 
・
腎
臓
の
病
気
も
３
大
合
併
症

と
い
わ
れ
様
々
な
障
害
に
つ
な
が
り

ま
す
。

自
覚
症
状
は
あ
る
の
？

自
覚
症
状
は
あ
る
の
？

　

糖
尿
病
で
い
ち
ば
ん
こ
わ
い
の

は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ

と
で
す
。
病
気
が
進
行
し
て
失
明
し

て
は
じ
め
て
気
づ
く
こ
と
も
め
ず
ら

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
の
方
の

３
人
に
１
人
は
自
分
が
糖
尿
病
だ
と

気
づ
い
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
、

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
、

悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
…

悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
…

　

日
本
人
は
糖
尿
病
に
な
り
や
す
い

と
い
う
遺
伝
因
子
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
環
境
因
子
を
増
大
さ
せ
な
い
よ

う
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

①
過
食
（
特
に
高
脂
肪
食
）
を
避
け

る
②
肥
満
の
解
消
に
努
め
る

③
運
動
不
足
を
解
消
す
る

④
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い　

等

　

ま
た
、
糖
尿
病
を
早
期
に
発
見
し

悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
健
康
診

断
等
で
の
血
液
検
査
が
必
要
で
す
。

特
定
健
診
や
健
康
増
進
健
診
、
人
間

ド
ッ
ク
等
を
積
極
的
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
受
診
し
治
療
し

て
い
る
方
も
合
併
症
の
危
険
を
避
け

る
よ
う
、
血
糖
値
の
良
好
な
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
維
持
が
大
切
で
す
。

　

表
に
示
す
と
お
り
、
平
成
21
年
度

木
曽
町
特
定
健
診
受
診
者
の
血
液
検

査
の
結
果
で
も
正
常
高
値
３
０
５

人
、
境
界
領
域
１
９
３
人
で
生
活
習

慣
の
改
善
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
が

多
数
を
占
め
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
、
特
に
食
生
活

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

栄
養
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

糖
尿
病
は
推
定
患
者
数
が
２
３
７
万
人
、
予
備
軍
を
合
わ
せ
る
と
２
、

２
０
０
万
人
に
も
達
し
、
国
民
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
と
い
う

と
、「
尿
に
糖
が
出
る
病
気
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

糖
尿
病
治
療
ガ
イ
ド
に
は
、「
イ
ン
ス
リ
ン
作
用
不
足
に
よ
る
慢
性
の

高
血
糖
状
態
を
主
徴
と
す
る
代
謝
症
候
群
で
あ
る
。」
と
定
義
さ
れ
、
血

液
中
の
糖
分
の
値
で
判
断
し
１
型
と
２
型
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
全

体
の
95
％
以
上
を
占
め
る
２
型
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

平成 21年度　木曽町特定健診受診者ＨｂＡ 1Ｃの状況平成 21年度　木曽町特定健診受診者ＨｂＡ 1Ｃの状況
（ＨｂＡ 1Ｃ検査実施者 1,006 人）

※ ＨｂＡ 1Ｃ（ヘモグロビンエーワンシー）は血液中のたんぱく質に糖がくっついたもので、1～ 3ヶ月
前の血糖値がわかります。2010 年の診断基準改定で、以前より重視されるようになりました。

HbA1C 値 人　　数 (再 ) 治療中 (再 ) 要受診 糖 尿 病 の 段 階
5.2 ～ 5 .1 459 正常領域
5.2 ～ 5 .4 305 3 正常高値
5.5 ～ 6 .0 193 11 境界領域
6.1 ～ 6 .4 23 7 6 糖尿病の可能性が高い
6.5 ～ 6 .9 13 5 6 糖尿病領域7.0 ～ 6 .9 13 7 4

1313 広報　　　　　2010.11 月号広報　　　　　2010.11 月号



　

御
嶽
山
の
麓ふ
も
と

新
高
の
冷つ
め
た

川が
わ

に

「
尾
ノ
島
の
滝
」
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
右
岸
に
あ
り
ま
す
開
田
高

原
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
、
少
し
急
で

す
が
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

尾
ノ
島
の
滝
左
岸
に
も
平
野
が

広
が
り
、
昔
は
木
曽
馬
の
採
草
地

で
木
は
茂
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
の
草
原
に
岩
鼻
橋

か
ら
の
登
山
道
が
あ
っ
て
、
近
年

ま
で
中
部
電
力
キ
ャ
ン
プ
場
で

賑
っ
て
い
ま
し
た
。
入
口
の
北き
た

俣ま
た

沢ざ
わ

の
渓
谷
に
橋
が
架
け
ら
れ
、

キ
ャ
ン
プ
場
を
過
ぎ
て
上
り
詰
め

た
と
こ
ろ
で
冷
川
を
渡
っ
て
い
ま

す
が
、「
冷
川
渓
流
橋
」
と
い
う

吊
橋
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
捜
し
て
い
た
物
に
、

江
戸
時
代
後
期
に
、
御
嶽
教
覚
明

講
を
福
島
の
児
野
嘉
左
衛
門
氏
と

共
に
普
及
し
た
「
空
明
行
者
」（
中

邑
茂
）
が
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の

霊
神
碑
は
故
生
駒
氏
の
書
物
で
写

真
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ど
こ
に
建
て
ら
れ
て
い
る
か

解
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

先
日 

「
開
田
村
の
石
造
文
化

財
」
の
本
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
調

査
表
に
「
日
本
魂
神
平
霊
神
」
が

新
高
中
電
キ
ャ
ン
プ
場
内
に
あ
る

こ
と
が
解
り
、
も
し
や
こ
れ
で
は

な
い
か
と
、
早
速
現
地
に
行
っ
て

み
ま
し
た
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

県
宝
山
下
家
住
宅
の
加
村
館
長
に

聞
い
た
と
こ
ろ
、
登
山
道
か
ら
少

し
滝
に
向
か
っ
た
巨
石
の
上
に
あ

る
と
教
え
て
い
た
だ
き
、
雨
降
り

で
は
あ
り
ま
し
た
が
再
度
挑
戦
し

た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
見
つ
か
り
ま

し
た
。
玉た
ま

垣が
き

も
新
し
く
な
っ
て
、

丁
重
に
祀
ら
れ
て
い
る
姿
を
見
て

感
激
し
ま
し
た
。

　

霊
神
碑
に
は
、「
明
治
三
十
四

年
七
月
・
青
木
徳
二
郎

西
野
社
中
」
と
あ
り
、

行
者
が
亡
く
な
る
前
の

年
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

滝
の
裏
側
に
も
安
政

五
年
に
大
き
な
不
動
明

王
像
が
、
空
明
行
者
や

日
和
田
村
・
西
野
村
・

黒
川
講
中
に
よ
っ
て
納

め
ら
れ
た
記
録
が
あ

り
、
探
し
て
み
ま
し
た

が
お
目
に
掛
か
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

中
邑
茂
氏
は
、
広
丘

村
吉
田
に
生
ま
れ
行
者

と
な
り
、
尾

ノ
島
の
滝
に

入
っ
て
苦
行
を
重
ね
、

霊
感
を
得
て
覚
明
法
流

空
明
と
称
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ

覚
明
講
の
結
社
に
奔は
し

っ

て
い
た
児
野
嘉
左
衛
門

氏
に
協
力
し
、
川
西
児

野
に
護
摩
堂
が
出
来
る

と
、
そ
の
堂
守
に
な
り
、

児
野
氏
ら
と
諸
国
を
巡

回
し
て
御
嶽
講
社
の
結

集
に
努
め
ら
れ
、
嘉
永

四
年
に
旧
長
峰
峠
頂
上

に
、
西
野
・
日
和
田
両

村
の
信
者
ら
と
、
御
嶽

四
門
の
一
つ
で
あ
る
御

嶽
遥
拝
所
を
再
興
し
て
「
御
嶽

大
権
現
」 

の
碑
を
建
立
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
明
治
十
三
年
六
月
明
治

天
皇
行
在
所
の
と
き
、
単
独
拝は
い

謁え
つ

を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
食
後
に
器
を

拝
領
し
ま
し
た
。
天
皇
が
御
嶽
大

権
現
を
崇す
う

拝は
い

し
た
出
来
事
と
し
て

大
変
名
誉
な
こ
と
で
し
た
。

　

昭
和
十
四
年
に
冷
川
発
電
所
の

計
画
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
現
し

な
か
っ
た
と
記
録
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
痕こ
ん

跡せ
き

は
、
尾
ノ
島
の
滝
上
左

岸
か
ら
水
路
の
跡
が
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
あ
り
、
急
斜
面
の
下
に
放
水

口
が
残
っ
て
い
ま
す
。

 〈 尾 ノ 島 の 滝 〉
55

尾
ノ
島
の
滝
石
造
物

 〈未完成だった冷川発電所放水口〉

 〈中電キャンプ場内の日本魂神平霊神碑〉

1414広報　　　　　2010.11 月号広報　　　　　2010.11 月号



10
月
中
旬
、
私
は
一
つ
の
手
紙

を
受
け
取
っ
た
。
浮
世
絵
の
版
画

が
刷
ら
れ
た
絵
は
が
き
だ
っ
た
。

「
８
月
末
、
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
名
古
屋
の
水
谷
で
す
。
陳
先

生
か
ら
バ
イ
オ
リ
ン
が
届
き
ま
し

た
」
と
書
か
れ
た
短
い
は
が
き

だ
っ
た
。
夏
に
お
会
い
し
た
女
性

だ
。「

町
長
さ
ん
は
陳
昌
鉉
先
生
と

知
り
合
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、

私
陳
先
生
の
『
海
峡
を
渡
る
バ
イ

オ
リ
ン
』
を
読
ん
で
感
動
し
て
、

教
員
を
退
職
し
て
か
ら
バ
イ
オ
リ

ン
を
習
っ
て
い
ま
す
。
陳
先
生
の

作
品
を
是
非
欲
し
い
と
思
っ
て
、

二
度
も
手
紙
を
書
き
ま
し
た
が
、

投
函
す
る
勇
気
が
無
く
て
、
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
」

「
明
日
私
お
会
い
し
ま
す
よ
。

話
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
か
」

「
ほ
ん
と
う
に
私
の
よ
う
な
者

が
、
お
願
い
し
て
も
い
い
で
し
ょ

う
か
」

　

私
は
、
陳
さ
ん
に
話
す
こ
と
を

約
束
し
、
陳
氏
が
木
曽
音
楽
祭
に

参
加
し
た
翌
28
日
、
そ
の
女
性
の

話
を
陳
さ
ん
に
伝
え
た
。

　

 

「
嬉
し
い
で
す
ね
。
あ
れ
を
読

ん
で
、
習
い
始
め
た
、
感
激
で
す
。

作
っ
て
あ
げ
ま
す
よ
」

　

こ
れ
が
今
回
の
は
が
き
の
背
景

だ
っ
た
。

　

陳
昌
鉉
氏
に
会
っ
た
こ
の
日
、

も
う
一
つ
大
事
な
話
を
し
た
。
そ

れ
は
陳
さ
ん
か
ら
町
に
贈
ら
れ
た

バ
イ
オ
リ
ン
木
曽
号
の
こ
と
だ
っ

た
。「
陳
列
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
ど
う
か
と
思
い
ま

し
て
、
漆
脇
恵
子
さ
ん
に
預
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
先
生

に
、
調
整
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
し
て
」
と
お
願
い
し
た
。

翌
日
陳
氏
は
木
曽
号
を
東
京
に
持

ち
帰
っ
た
が
、
数
日
し
て
陳
氏
か

ら
手
紙
が
来
た
。
そ
こ
に
は
「
私

が
木
曽
町
に
贈
る
バ
イ
オ
リ
ン

は
、
私
の
代
表
作
に
し
た
い
。
改

め
て
、
作
り
た
い
」
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。

　

陳
氏
は
、
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ

ス
を
超
え
る
こ
と
を
人
生
の
目
標

に
定
め
て
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い

苦
難
を
重
ね
、
１
９
７
６
年
ア
メ

リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
バ
イ

オ
リ
ン
・
ビ
オ
ラ
・
チ
ェ
ロ
製
作

者
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
６

部
門
中
５
部
門
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
、
そ
の
８
年
後
ア
メ
リ
カ
バ
イ

オ
リ
ン
製
作
者
協
会
よ
り
、
全

世
界
で
わ
ず
か
５
人
し
か
い
な

い
「
無
鑑
査
バ
イ
オ
リ
ン
製
作

家
」の
一
人
と
し
て
、 「
マ
ス
タ
ー

メ
ー
カ
ー
」
の
称
号
を
授
与
さ
れ

た
。
55
歳
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ス

ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス
超
え
の
鍵
は

ニ
ス
に
あ
る
と
考
え
、
こ
の
30
年

余
世
界
１
１
８
カ
国
を
放
浪
し
、

捜
し
求
め
た
が
８
合
目
か
ら
な
か

な
か
前
進
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
が
３
年
前
、
私
は
南
極
か

ら
陳
氏
の
長
い
手
紙
を
受
け
取
っ

た
。
そ
れ
に
は 

「
南
極
は
す
ご

い
。
一
日
２
時
間
眠
る
だ
け
で
充

分
だ
。
頭
が
冴
え
渡
り
、
次
々
と

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
ぶ
」

と
書
か
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
北

極
海
か
ら
も
手
紙
を
も
ら
っ
た

が
、
こ
の
南
極
行
き
が
一
つ
の
転

機
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
京
都
の
ホ
ー
ル
で
名

高
い
演
奏
家
の
佐
藤
洋
子
さ
ん
に

よ
る
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス
と
ガ

ル
ネ
リ
、
陳
昌
鉉
の
バ
イ
オ
リ
ン

の
弾
き
比
べ
演
奏
会
が
開
か
れ

た
。
演
奏
し
た
佐
藤
洋
子
さ
ん
が

大
変
驚
か
れ
、
絶
賛
し
た
。

　

そ
の
後
数
ヶ
月
し
て
私
は
東

京
で
陳
氏
に
会
っ
た
が
、 

そ
の
時

「
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス
の
作
品

に
Ｅ
Ｘ
―
Ａ
Ｒ
３
と
い
う
作
品
が

あ
る
。
こ
れ
を
超
え
な
け
れ
ば
、

到
達
し
た
と
は
い
え
な
い
」
と
語

り
、「
ニ
ス
で
は
な
か
っ
た
で
す
」

と
付
け
加
え
た
。
頂
上
へ
の
道
筋

を
見
極
め
た
と
思
え
た
発
言
だ
っ

た
。

　

こ
の
陳
氏
の
代
表
作
な
ら
、
陳

氏
の
最
高
の
バ
イ
オ
リ
ン
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

陳昌鉉氏と陳昌鉉氏と
　 二つの手紙　 二つの手紙

　

こ
ど
も
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
は
、

小
学
生
を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

●
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　

平
成
22
年
度
の
開
講
式
は
、
５

月
15
日
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
89
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

 

「
い
き
い
き
体
験
コ
ー
ス
」
と

し
て
11
回
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

畑
の
植
え
付
け
、
防
災
ま
つ
り
、

デ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
、
あ
き
ん
ど

塾
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
、
ス
ケ
ー
ト
教
室
、
木

工
体
験
、
イ
チ
ゴ
狩
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
自
然
体
験
や
社
会
体
験

を
子
ど
も
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て

自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
開
中
部
地
区
に
お
借
り
し
た

「
い
き
い
き
畑
」
と
呼
ぶ
畑
で
毎

年
農
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
い
き
い
き
畑
で
活
動

し
た
と
き
の
感
想
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の
声

＊
い
き
い
き
畑
で
大
豆
と
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
種
を
植
え
ま
し

た
。
と
っ
て
も
つ
か
れ
た
け
ど

楽
し
か
っ
た
で
す
。
他
の
ク
ラ

ス
の
人
と
も
友
だ
ち
に
な
れ
て

と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
あ
だ
名
も
つ
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

（
小
３
女
子
）

＊
今
日
は
サ
ツ
マ
イ
モ
ほ
り
を
し

ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
た
ち
は

大
き
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。 

（
小
１
男
子
）

　

町
内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習
講
座

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
お
年
寄
り

を
対
象
に
し
た
公
民
館
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ

サ
ー
ク
ル
な
ど
、
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。次

号
は
、
日
義
公
民
館
へ

　
　
　
　
　

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

今
月
は
木
曽
福
島
公
民
館
か
ら

「
こ
ど
も
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」

 

で
す
。

私
た
ち

私
た
ち
のの
活
動
活
動
をを

  

紹
介
し
ま
す

紹
介
し
ま
す
！！！！

NNEEWW
№１
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きそまち食育きそまち食育
フェスティバル2010フェスティバル2010

木曽福島支所 日義支所 開田支所 三岳支所

22-
2001

26-
2301

42-
3331

46-
2001

information  of  KISO 　市外局番 0264

木曽町インフォメーション

木曽町役場本庁舎 保健福祉課 教育委員会

22-
4035

22-
3000

23-
2000

11月 3日、日義小中学校を会場に「きそまち食育フェスティバル2010」を開催しました。

こばたてるみさんの
講演会。運動部の子
も多く参加してくれ
ました。

「スポーツや
　試験にも強くなる
 食事術」を伝授！

地場産物の販売

こ
ち
ら
編
集
室

編
集
室

　

今
月
は
、
御
嶽
山
に
つ
い
て
の
記

事
と
い
う
こ
と
で
、
紅
葉
が
良
さ
そ

う
な
日
、
５
年
ぶ
り
に
御
嶽
登
山
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

負
け
ず
嫌
い
の
私
は
、
ど
ん
な
状

況
で
も
必
ず
頂
上
ま
で
登
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
こ
の
日
は
時
間
の
都
合

で
頂
上
ま
で
は
行
け
ず
に
残
念
。
そ

れ
で
も
、
御
嶽
山
の
美
し
い
自
然
を

再
確
認
し
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
つ
ま
で
も
美
し
い
自
然
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
思
い
出
は
、
疲
れ
切
っ
て

食
べ
た
ご
く
普
通
の｢

あ
ん
ぱ
ん｣

が
と
っ
て
も
お
い
し
い
と
感
じ
た
こ

と
、
そ
し
て
順
調
に
下
り
始
め
た
は

ず
が
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
最
終
に
間
に

合
わ
な
さ
そ
う
！
と
い
う
こ
と
で
、

７
合
目
付
近
を
走
り
下
り
た
爽
快

感
。
御
嶽
山
か
ら
い
た
だ
い
た｢

感

動｣

で
し
た
。

総 務 課

　木曽町食育推進計画ができて３年目、　木曽町食育推進計画ができて３年目、
子どもたちを対象に、食を通じて健全な子どもたちを対象に、食を通じて健全な
心とからだを育むことを願って行いまし心とからだを育むことを願って行いまし
た。このイベントにた。このイベントに参加した皆さんが体参加した皆さんが体
験したことをお友達にも広め、元気な生験したことをお友達にも広め、元気な生
活を送るきっかけとなると嬉しいです。活を送るきっかけとなると嬉しいです。

学童・青年期の目標
　　食を学ぼう楽礼期（学齢期）　　食を学ぼう楽礼期（学齢期）

本物の味はどっち？ご飯とだしの味くらべ

上手にはしが使えるかな？
　　 　 豆運びゲームに挑戦‼

あっというまに完売！
栄養バランスのとれた「スポーツ弁当」

保育士さんによる「うんちのおは
なし」。子どもたちは興味津々‼

お菓子職人さんも登場‼ 「親子チャレンジクッキング」
 野菜の切り方を教わったよ♪ うれしい試食タイム！

子どもたちが
楽しそうに遊ぶ姿も
見られました。
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